
報告第６号 

専 決 処 分 報 告 

  次の事件は，地方自治法第１７９条第１項の規定により，別紙のように専決処分し

たので，同条第３項の規定により市議会に報告し，その承認を求める。 

      令和３年６月７日提出 

                       芦屋市長 伊 藤  舞    

記 

令和３年度芦屋市一般会計補正予算（第２号） 

処分理由 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け，営業時間短縮の要請及びまん延防止

等重点措置の要請に応じた飲食店等に対して，県・市が協調して協力金を支給するた

めの予算を補正する必要が生じたが，特に緊急を要し，議会を招集する時間的余裕が

ないことが明らかであったため。 
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専決第５号 

令和３年度芦屋市一般会計補正予算（第２号） 

 別紙のように，令和３年度芦屋市一般会計予算を補正することについて，地方自治

法第１７９条第１項の規定により，専決処分する。 

   令和３年４月２３日 

                       芦屋市長 伊 藤  舞    
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   令和３年度芦屋市一般会計補正予算（第２号） 

  令和３年度芦屋市の一般会計補正予算（第２号）は，次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ72,117千円を追加し，歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ42,524,810千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は，「第１表歳入歳出予算補正」による。 
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令和３年度一般会計補正予算（第２号）について

歳入歳出予算
当初予算額： 42,393,243千円

現計予算額： 42,452,693千円 （＋ 59,450千円）

補 正 額： ＋ 72,117千円

補正後予算額： 42,524,810千円 （＋131,567千円）

（補正額の内訳）

・ 新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金事業 ＋ 72,117千円 （＋ 72,117千円）

補 正 額： ＋ 72,117千円 （＋ 72,117千円）

※ （ ）内は市負担額

※ （ ）内は当初予算額からの増減額

歳出科目 事 業 概 要

商工費
- 商工費
- 商工振興費

令和3年3月8日から4月4日までの営業時間短縮の要請及び令和3年4月5日から5月5日
までのまん延防止等重点措置の要請に応じた飲食店等に対して，県・市が協調して協
力金を支給するもの
・令和3年3月8日から4月4日までは一店舗当たり一日につき4万円
・令和3年4月5日から5月5日までは一店舗当たり一日につき4～10万円（大企業は
上限20万円）（一日あたりの売上高による）

報告第６号説明資料
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感染症拡大防止協力金事業について（補正第２号関係）

○ 協力金に係る市の負担額 ・・・
○ １日当たりの支給額 ・・・

3月8日から5月5日：7,212万円（3月7日までは令和２年度に予算を補正済）
3月8日から4月4日：4万円（定額）
4月5日から5月5日：4～10万円（大企業は上限20万円）（１日当たりの売上高による）

1/12～

1/13 1/14～2/7 2/8～2/28 3/1～3/7 3/8～3/31

4/1～

4/4 4/5～5/5

(2日間) (25日間) (21日間) (7日間) (24日間) (4日間) (31日間)

6億6,960万円

5億5,200万円 4億6,368万円

2,944万円 　1億304万円 3億5,328万円 5,888万円

  　　 　　　　　 　　　　　　　※令和３年度への繰越しを含む。

6万

4万

10万
（20万）

(1日の支給額)

国

国国

国

県 県

県

市 市
市 4,464万円

国

県

市 3,091万円

国 国

県

市2,355万円

県

市

緊急事態宣言（1/14～2/28） 時短要請（3/1～4/4） まん延防止等重点措置（4/5～5/5）

令和３年度2号補正
7,212万円

令和２年度10号，12号補正，予備費
7,654万円※

（80％）

（20％×2/3） 県

（20％×1/3） 市 3,680万円
687万円 393万円196万円

時短要請（1/12～1/13）

＋ ＋

＋ ＋ ＋

＋ ＝ 22億2,992万円

報6-13


